
産地パワーアップ事業の取組事例 （香川県）

取組の概要

取組の概要 ：マルチ栽培用資材の導入による高品質
果実の安定生産

計画作成主体：三豊市地域農業再生協議会

対象品目 ：うんしゅうみかん
（産地面積:3.819ha）

主な取組主体：ふるーつ物語推進会

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（マルチ栽培用資材）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H27年度〉

〈目標：H30年度〉

作付面積：3.819ha

農業者数：12名

販売金額：357,505円/10a

事業効果

357,505円/10a

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○マルチ栽培を袋掛け栽培及び樹成り完熟
栽培に組み合わせることで、正品の出荷
量が10％程度向上する。

○出荷量の向上により、単位面積当たりの
販売額が増加し、地域全体の農業所得が
向上する。

推進体制

中山間地域の果樹産地において、
高品質な果実の安定生産のため、
マルチ栽培用資材の導入を促進し、
新たな生産体制の整備を支援する
ことによって、産地の収益力強化
し、販売額10％以上の増加を実現
する。

地域における独自の取組

県、市、ＪＡが連携して事業推進や進
行管理に取り組むとともに、目標が達成
できるように、技術面からの指導及び支
援を行う。

〈主な取組〉

＋10％

地区の概要

香川県三豊市
仁尾地区

～うんしゅうみかんの販売額～

作付面積：3.819ha

農業者数：12名

販売金額：393,256円/10a

地域の関係者（香川県西讃農業改良普
及センター、三豊市、香川県農業協同組
合、農業関係者等）が一体となり、事業
を推進。

393,256円/10a


